
地

球

妨
十
九
容

恥

I17挑

f
e
.六

三
的

温

泉

の

迭
湯

に

就

い

て
上

治

寅

次

郎

緒

言

山
地
の
温
泉
は
低
地
の
そ
れ
に
比
し
て
､
鵜
特
の
債

値
を
妹
ふ
こ
と
が
出
来
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
'
容
易

に
近
寄
る
rJ
と
の
川
雑
を

5,
程
度
は
交
通
不
便
夜
僻
地

は
流
出
す
る
温
泉
は
'
こ
れ
を
-;
放
火
は
便
利
を
る
地

に
法
湯
し
て
以
て
渦
泉
を
耗
督
す
る
乙
と
は
よ
っ
て
'

其
の
池
永
の
債
権
を

一
層
高
め
得
る
場
合
が
あ
る
｡
現

に
我
が
閲
に
於
て
も
富
山
豚
宇
奈
月
漉
泉
'
同
僻
小
川

孤
泉
の
如
き

は
迭
湯
に
よ
っ
て
経
菅
ru
れ
て
居
-
､
其

他

郷
湯
､
沼
比
等
近
鵬
陣
に
迭
湯
し
て
錐
懲

さ
れ
て
居

る
も
の
は
相
皆
は
あ
る
と
;
心
は
れ
る
｡

筆
者
は
昭
和
六
年
度
'
初
出
甚

1
郎
氏
と
共
に
飛
騨

鉾
か
ら
大
骨
和
親
に
登
山
L
t
山
腹
の
獄
の
湯
を
見
て

迭
湯
に
つ
5,
.℃
想
起
し
た
る
乙
と
あ
る
を
以
t
､
茄
に

そ
の
状
況
を
報
じ
'
且
つ
､
現
今
経
督
さ
れ
て
居
る
宇

奈
月
､
小
川
両
独
泉
に
つ
き
で
記
載
し
､
参
考
に
供
し

庇

い
と
m
S
ふ
｡
劫
の
湯
は
つ
い
て
は
初
田
理
撃
士
が
種

々
の
測
定
は
歩
む
惜
ま
れ
ざ
-
L
を
感
謝
し
'
宇
奈
月

小
川
両
独
泉
は
つ
き
て
は
近
藤
工
撃
士
の
御
援
助
に
よ

っ
て
資
料
を
待
る
rJと
が
出
凍
ね
rJ
と
を
洗
-
感
謝
す

る

0

頻
の
毅
濁
川
温
泉

獄
の
湯
は
叉
濁
川
醍
泉
と
も
言
3
'
木
骨
和
親
火
山
の

北
西
の
中
腹
に
あ
っ
て
'
標
高

1
八
三
〇
米
､
夏
季
に

於
で
は

一
灘
の
温
泉
旗
館
を
経
愛
し
､
飛
騨
路
よ
少
の

登
山
者
に
利
用
さ
れ
て
居
る
(
第

一
間
)
｡
殊
の
湯
は
御

撤
火
山
の

一
放
射
谷
た
る
湯
谷
川
の
河
床
を
つ
-
る
基

塊
岩
の
裂
植
中
よ
-
税
目
す
る
も
の
で
あ
る
が
､
炭
塵



も
多
-
､
永
池
も
利
舘
高

さ
が
故
に
雌
に
紬
鬼
の

..
小

祢
分
と
冷
却
し
て
新
川
に

伏
し
､
大
部
分
は
何
等
利
川

せ
ず
し
て
捨
て
b
jL
で
居
る
｡

泉
源

･3
の
縦
の
附
妃
に
は
芥
川
に
淵
･={
の
細
山
場

所
が
あ
る
が
九
八_i:の
乏
し

い
も
の
'
又
は
河
水
の
.3
人

な
ど
の
LJ
め
に
桝
に
利
川
川
端
,>.i.も
の
も
多

い
｡
次
の

.ニ
源
泉
は
互
に
柁
粧
し
て
油
川
L
t
利
川
の
叶
能
Lt
る

も
の
で
あ
る
0

打一間 濁川 温1li

縦箔愁松の柳 Jl_O-,lit,Jにih.Pl.永坂介が見え,I

〟
.
以
谷
川
の

河
糠
巾に
あ

っ
て

'平
水

に
於
て
は
河

水
肘
i
-1こ
あ

る
が
'
少
し

-
射

水
せ
ば

火
中

に
没
す

る
二
､
前

才
の
火

力
約

二
川

瀬

机 二樹 濁川淵l'Ji一一油川lft!

7t,I,例TLる河/pie)り･からi!{U火 しっ SゝJ～､

に
あ
っ
て
､

.+
水
に
於
で

も
河
水
中
に

没
し
て
わ
る

(
新
二
周
)
a

∴
､
折
二
泉
源

の
南
方
約
四

氷
強
に
あ

っ

て
､
北
枕
･=1.か

=
上

ら
細
目

す
る

0

以
卜
の
‥二
泉
の

氾
束
の
鉛
粉

に
就

い
て

申
'
節
一二
城
見
の

一
部
た
他
に
で
透
視
し
､
約
八

C
米
'

火
無
に
冷
却
せ
し
め
て
紺
の
陽
の
肺
川
に
伏
し
て
tQ
る

他
の
二
九
は
を
-
利
用
さ
れ
て
居
ら

恥
｡

湧
泉
貴
と
温
度

行
火
源
の
細
鬼
瀬
及

.弧
舷
に
つ

き

附
加
･.(
布
八
月
二
十
七
八
鵬
日
に
!;
1.4
で

測
定
し
LJ
る

平
均
は
竹3
一
滋
の
油
-
で
あ
る
｡

約

-,
滋

-
丑

.一:
Hj



一分間細淡(立〕

-l
五

八
∴

二
〇

九

ユ
ニ

六

丁

九

.E･ii

庶

(糊
代
)

抑

〓
加

悦
!
河
水

九
三

..L
･.j
',∵
｣

に

.i

li八
心八
1
.
.
-

…爪
印

.i八
｡八
二
二
LA
一

..‥

.川
.･=.･
･.LJ;
∴

川

日

日

.J,･:T:

河
水
混
入
防
止
と
増
温

各
泉
源
の
位
裾
と
地
質
の

状
況
よ
･1
推
定
し
て
算
出
せ
る
河
水
混
入
の
比
率
.
並

に
混
入
防
1L
の
後
の
櫓
温
推
定
は
第
二
表
の
如
く
で
あ

る
○

第

二

表

.
且

一

…二
一

i..I,-･I.::
,

｡rlg･..:
).
I
.･

I.･=

･･
･･:

･
‥..,
-

･
･=

･･
･.

節
…ニ
舵

1
柴

三

六

以
上
の
推
定
に
よ
れ
ば

一
分
間
約
三
四
〇
立
の
泉
最

,<t-l湧
出
淑
鹿
七

-
｡
一
度
に
で
他
に
迭
湯
し
縛
る
こ
と

J
な
る
｡
混
泉
の
迭
湯
に
閥
し
て
敢
端
必
要
と
せ
ら
る

J
催
件
は
特
殊
な
る
も
の
む
除
p
,p
着
揚
地
ほ
て
入
浴

に
=S
L
御
る
都
度
の
渦
度
を
保
ち
屠
る
恕
婁
す
る
瓢
で

あ
る
｡
保
湿
は
つ
き
で
は
閥
係
す
る
修
件
多
-
'
迭
湯

線
路
の
勾
配
､
流
速
'
泉
最
'
迭
湯
管
の
材
料
も
保
温
施

設
の
巧
拙
､
距
離
.
気
配
地
下
脱
皮
､
源
泉
脱
皮
､
泉

門
等
の
多
-
.k
l翠
げ
る
こ
と
が
出
凍
る
｡
我
が
囲
ほ
て

は
宇
奈
月
､
小
川
､
糾
尻
､
赤
湯
其
他
知
距
雛
の
迭
湯

た
行

へ
る
温
泉
は
紗
か
ら
ず
､
概
し
て
利
常
に
保
温
上

の
考
慮
h
l施
し
で
p
迭
湯
に
よ
る
脱
皮
逸
減
率
h
!減
少

せ
し
め
て
居
る
が
f
こ
れ
等
を
見
る
に
､
朝
瀞
に
保
湿

を
考
慮
し
た
場
合
は
於
で
凡
そ
距
離
打
米
に
付
き
腐
氏

rj
｡
五
度
内
外
と
見
れ
ば
大
差
在
か
ら

人
か
と
考

へ
ら

る
｡
孜
の
湯
の
場
令
は
つ
い
て
こ
の
考

へ
を
通
用
せ
ば

湧
泉
地
よ
少
宜
粁
を
隔
つ
る
山
姥
に
迭
湯
せ
ば
泉
温
相

腐
氏
四
六
度

h
l以
て
肴
湯
す
る
fJ
と
J
な

る
を
以
で
､

入
港
は
其
の
櫨
使
用
し
得
る
も
滋
粁
以

上
と
･な
ら
ば
漸



次
に
加
熱
せ
ざ
れ
ば
人
件
に
供
す
る
こ
と
は
不
可
能
と

な
る
が
加
-
考

へ
ら
る
｡

宇

奈

月

温

泉

日
本
北
ア
ル
プ
ス
黒
部
川
の
峡
谷
の

-i
支
'
謀
難
川

の
酢
谷
中
に
湧
出
す
る
阻
泉
,k
t下
流
は
迭
湯
し
､
宇
奈

月
に
放
て
汎
泉
を
涯
畳
せ
る
7P
の
で
あ
る
｡

(
五
常
分

1.i
P
黒

部
参

照

)
該

阻

泉
は
元
､
鹿
本
氾
泉
株
式
倉
酢

に
tJ
鮭
解
し
て
屠
LJ
も
の
で
あ
る
が
､
大
正
十
二
年
畏

怖
戯
道
株
式
愈
融
は
之
藍
月
収
し
､
東
洋
水
道
木
管
に

て
迭
陽
す
る
乙
と
J
な
し
た
が
､
其
後
腐
蝕
し
わ
る
㌣

以
王
旧
制
四
年
よ
ら
改
造
に
着
手
し
､
約

一
ヶ
年
に
て

完
成

L
F
法
陽
は
親
し
相
皆
の
成
功
k
収
め
て
屠
る
73

の
で
あ
る
｡
以
下
同
令
姉
の
報
告
敬
愛
照
し

て近
視
状

況
に
つ
き
で
述
rJ/]
る
こ
と
J
す
る
｡

産
湯
壁

法
陽
管
は
内
裡
六
吋
で
あ
っ

て､
沈
澱
は

酌
こ

こ
ハ
二
桐
と

な
る
筈
で
あ
る
が
､
骨

の内
部
は
凹

凸
甚
L
F
,た
め
は
抵
抗
多
-
､
賓
際
宇
奈
月
に
到
着
す

る
陽
鼠

は
測
定
の
粘
鵜
p
的

日立
佃
位
で
あ
る
｡

産
湯
管

迭
陽
に
使
用
す

る場
所
及
び
倣
邦
材
料
の

締

出

の

近
似

に
北

い
て

性
別
に
よ
っ
て
木
管
､
剖
披
木
管
､
ヒ
リ
ー
ム
管
及
び

ア
ス
'ベ
ス
ト
管
の
四
種
瓶
を
任
用
し
.
塵

々
に
混
凝
士

社
も
使
用
し
1tJ
屠
る
｡
各
管
の
延
長
は
第
三
表
の
如
-

で
あ
る
｡

第
三
衣

i..
AJT･

印

"
逃

滋
(

閃)

･
米
作
水
路
木
貯

叫
刺

状

か

f･･:I

ヒ
ウ

-
ム
り竹

ア
ス

ベ
ス

ト
符

枇

川

何

仰

柿
.S
及

純
迫

を
兆
す

箇
所

粘

地
及

地
中

に
棚
捜

し
柑

る
箇

所

締
易
に
保
氾
し
柑
る

隙

氾

内永
久
誰
俳
の

伯
仲

荷
p

迭
湯
管
の

管
路
は
泉
源
タ
ン
ク
よ
-
貴
報
川
の

左
岸
に
沼
ひ
で
敷
設
し
､
約
六
C
O
閏
に
て
親
潮
の
本

流
に
脅
し
､
峡
谷
を
横
断
L
t
対
岸
は
渡

-
断
用
紙
舞

の
問
を
随
通
､
桟
道
父
は
地
中
に
埋
没
等
む
な
し
で
宇

奈
月
分
湯
タ
ン
ク
に
至
る
も
の
で
あ
る
｡
其
の
延
長
約

_
c
h
r日
岡
で
あ
っ
て
､
落
差
一

七

-j
尺
で
あ
る
｡

泉
源
及
泉
温

従

前は
茂
雄
附
近
の
黒
雲
母
北
南
岩

式

ル

ヨ

七



地

球

節
十
九
巷

.賀
岩
石
の
裂
櫨
中
よ
-
各
所
に
湧
出
す
る
温
泉
を
栄
め

之
を
迭
湯
し
屠
た
る
も
､
河
水
の
水
位
に
左
右
さ
れ
て

泉
異
と
東
食
は
種
化

,<tJ
楽
し
.
殊
は
保
徹
不
先
金
に
し

て
冬
季
の
下
渦
甚
し
-
､
屡
々
入
洛
木
蘭
と
な
る
こ
と

も
あ
っ
た
.
し
か
し
p
現
今
の
設
備
に
改
造
r
u
れ
て
以

髄
.
か
J
る
不
便
は
金
-
衣

-
p
迭
湯
は
成
功
を
認
め

ら
れ
る
ほ
至
っ
た
｡

泉
弧
に
つ
い
て
見
る
ほ
盟
就
源
泉
は
常
に
源
氏
九
五

度
を
保
つ
も
､
肴
湯
地
の
泉
沢
は
夏
季
平
均
癌
氏
六
五

度
､
冬
季
平
均
癌
氏
六
〇
度
前
後
を
保
ち
得
る
に
車
つ

て
屠
る
と

い
ふ
｡

保
温

保
泥
む
在
る
べ
-
良
好
な
ら
し
ひ
る
た
め
は

出
凍
る
阻
-
各
管
を
地
中
溌
ru
一
尺
乃
至
四
八
弾
圧
に

規
投
す
｡
其
の
各
管
の
紙
延
長
に
封
す
る
百
分
率
､
鰐

川
p
蛾
汲
の
状
況
等
は
第
四
表
の
如
-
で
あ
る
｡

尚
.
桟
道
又
は
橋
梁
を
渡
す
場
合
は
主
と
し

て木
管

む
用
払
､
並
鉛
引
戟
葉
を
以
て
被
接
し
て
あ
る

｡鹿
又

は
付
随
道
の
如
p
J個
所
に
敷
設
す
る
場
合
は
ヒ
ウ
-
ふ

骨
及
び
ア
ズ
べ

ス
-
管
等
ほ
は
藁
及
杉
皮
等
を
以

て
被

節
三
雛

第
四
表

E
ヒ
ウ

ー

ム
5.I

i
ア
ス

ベ

スト
貯

二
川

叫

約

七
割

州

段

擾
す
る
｡
草
永
久
設
備
の
場
所
に
し
て
張
石
及
混
凝
士

等
の
保
護
設
備
の
あ
る
個
所
に
州
S
る
ヒ
タ
ー

ム
管
及

ア
ス
ベ
ス
ト
管
の
周
囲
は
彪
皮
或
は
セ
メ
ン
ト
む
以
て

包
被
す
る
｡小

川

温

泉

小
川
池
魚
は
宇
奈
月
況
泉
の
北
々
来
約
八
肝
､
日
本

ア
ル
プ
ス
の
北
端
を
北
酉
は
流
る
･J
小
川
峡
谷
の
上
流

に
湧
出
す
る
猟
泉
を
下
流
は
迭
0
､
的
町
の
東
方
下
横

尾
は
於
で
池
魚
を
経
常
す
る
7y-
の
で
あ
る

(
正
常
分

一

泊
参
照
)｡
工
事
は
大
聖

二
年
七
月
竣
工
し
七

現
今
は
及

ん
で
屠
る
(
第
三
圃
)
｡
阻
魚
粉
は
五
旅
館
あ
っ
て
､
千
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｡
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心
㌦
･tf.r
r1
.
･]:.I･'･･･し
.･了
こ

11
･-
,

]1

人
A
J聴
審
す
る
に
足
-
'
鈴
六
軒
と
縛
り
与
鰍
札
伊
上

嫌
に
発
電
席
を
設
け
て
､

7.
777五
十
B
サ
'
-
A
J蒙
t

L
､
温
泉
地
の
電
灯
並
に
未
冷
瀬
の
泉
温
加
熱
に
畿
用

し
て
居
る
○

鼻
量

碁
敵
量
は
約
〇

･
二
五
佃
､
之
と
内
在
五
吋

甘
A
J以
て
轟
漁
す
る
も
の
で
あ
る
｡

,.+rrT
･YIT
T;
;TL
F
..

-'
1J.

ト
言
.I
,;I,･･.j打
芋
i>L.

▲
●.

軒
生

町
.-.
-･･

線
F

積
数
鼓
感
重

曹
も
虞
鉢

る
も
の

i

I
虜

'
鏡
の
揮
養
二
O
党

U
t
t>
･I

ニ
ケ
F

.莞

至

宝

r

嬉

一
違

･I

虎
の
豪
農
五
〇
{
S
,
あ
る
○
.

J

tLj

垂

.
星

重

宝

を

暮-
㌢

軒

鮎

帯三胃 小 JJl温 泉

JL■嶋tI-=細 t戴曽して義曽きi

畿
濃
讐

小

川
の
上
濃
へ
義

挿

ケ
卓
の
曹
長

地
上
A
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